
こちらから

ACPのリーフレットと

メッセージシートが

ダウンロードできます

問合 区 保健福祉課（保健）

TEL 6647-9882 FAX 6644-1937

ACP（アドバンス・ケア・プランニング、愛称『人生会議』）とは、

もしものときのために、自らが望む医療や介護について前もって考え、

ご家族や医療・介護サービス提供者などと繰り返し話し合い、

共有する取り組みのことです。

浪速区医師会 有田 繁広会長

　現在、浪速区内を中心に140か所以上の医療・介護関係機関（事業所）

が参画し、1,040名以上の方が利用しています。このカードで、様々な診

療科の医師、病院、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、ケアマネジャー、ヘル

パーがスムーズに連携でき、より効果的な支援を行っています。

区民の方が医療や介護を必要とするようになっても、

住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、

在宅医療・介護を一体的に提供できる体制の構築をめざしています

Aケアカードに利用者の方のACPに関する情報も取り込み、

医療・介護サービス提供者間で共有することで、よりご本人の

意思を尊重した医療・ケアを行えるようになりました。機能性

の高まったAケアカードをぜひご利用ください。

詳しくは、かかりつけの医師・歯科医師・薬剤師・訪問看護師・ケアマネジャー・ヘルパーにお尋ねください。

Aケアカードの企画運営：浪速区在宅連携協議会

（構成団体）浪速区医師会／浪速区歯科医師会／浪速区薬剤師会／

浪速区内訪問看護ステーション／浪速区介護事業所機構

協力：浪速区役所／浪速区社会福祉協議会・浪速区地域包括支援センター

https://naniwaku.a-care-card.jp/

Ａケアカード参加医療・介護関係機関は

こちらをご覧ください

ええ

『ACP』ってなに？

ええ

区 ＝区役所 「広報なにわ」は、毎月16,000部発行しています。1部あたりの発行単価（前月の1月号）は約56.6円でした。

そのうち約5.8円を広告収入で賄っています。
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もしものときの医療・ケアを考える

平成28年11月にAケアカードの運用をスタートし

てから、はや6年が経過しました。浪速区医師会で

は、様々な医療機関や介護事業所などと連携をと

り、高齢の方をはじめ区民の皆さんが安心して地

域で暮らしていけるように、今後一層取り組んでま

いります。

ご自身や家族に医療・介護が必要になったときに、

最適な医療・介護サービスを受けるのに役立つのが

『Aケアカード』です
ええ

Aケアカード

お持ちですか？

詳しくはこちら

突然の事故や病気のとき、

治療などの希望をちゃんと

伝えられるかしら…

ACPとは、

これからの治療・ケアに関する

話し合いを日頃から行う

取り組みなんですよ！

ACPができていたら

いざというときにも

安心できるわね

ACPって？

次の通院で

かかりつけの先生に

聞いてみましょう！

元気なうちに

相談・共有

しましょう！


